














電車でご来館の方
阪急電車宝塚線「池田駅」下車
（阪急大阪梅田駅から急行で約20分）
満寿美町方面出口より徒歩約5分

開館時間
9:30～16:30（入館は15:30まで）

休館日
火曜日（祝日の場合は翌日が休館）
年末年始

ウェブサイト
http://www.cupnoodles-museum.jp/

入館料
無料（体験は有料）

駐車場
台数：23台

料金：60分毎に300円

ご利用時間：8:30～17:00

202307

安藤スポーツ・食文化振興財団　　http://www.ando-zaidan.jp
安藤スポーツ･食文化振興財団は、日清食品の創業者である安藤百福が、青少年の健全な心身の育成
のためにはスポーツの振興が欠かせないと考え、1983年に私財を投じて設立しました。以来、「食と
スポーツは健康を支える両輪である」という理念のもとに、スポーツ支援事業、自然体験活動、食文化活動、
発明記念館（大阪府池田市と横浜市みなとみらい）の運営を４つの柱とした公益事業を行っています。

 1．スポーツ支援事業
「食とスポーツは健康支える両輪である」という理念のもと、陸上競技やテニス、バスケットボール
など、スポーツを幅広く支援しています。「走ることはあらゆるスポーツの原点」という日本陸上競技連
盟の考えに賛同し、｢小学生陸上競技交流大会｣を1985年の第一回大会から支援しています。また、
日本テニス協会の主催する男子ジュニア育成プログラムや、日本バスケットボール協会主催のU18
リーグ戦を後援するなど、公益財団法人日本オリンピック委員会に加盟している各競技団体を
通して、ジュニアアスリート育成を支援しています。

２．自然体験活動
｢自然とのふれあいが子どもたちの創造力を豊かにする｣という創設者の思いを受け継ぎ、子ども
たちの「創造力」や「自活力」を育む自然体験活動の普及に取り組んでいます。全国の学校や団体が
企画した自然体験活動を支援･表彰する｢トム･ソーヤースクール企画コンテスト｣を2002年から
実施しています。また、アウトドア活動の活性化を目的として開設した「安藤百福記念 アウトドア アク
ティビティセンター」(長野県小諸市) では、「歩く文化」の醸成を図るため、日本ロングトレイル協
会が提唱する「JAPAN TRAIL」構想を支援しています。

３．食文化活動
1996年に創設した「食創会」では、安藤百福の「食創為世（食を創り世の為につくす）」の理念に基づき、
新しい食品の創造に繋がる独創的な基礎研究や食品開発、ベンチャー事業を奨励し、毎年、優れた食品
の研究開発者や起業家を表彰する「安藤百福賞」表彰制度を実施しています。

４．発明記念館の運営
1999年、インスタントラーメン発祥の地・大阪府池田市に、
2011年には横浜市みなとみらいに、体験型食育ミュージ
アム「安藤百福発明記念館（愛称：カップヌードルミュージ
アム）」を開館し、インスタントラーメンの歴史を通じて、「発
明・発見の大切さ」や「クリエイティブシンキング＝創造的
思考」など世界の食文化に革新をもたらした安藤百福の思
いや考えを伝えています。 安藤百福発明記念館 大阪池田

[名称 ] カップヌードルミュージアム 大阪池田 (正式名称：安藤百福発明記念館 大阪池田 )  [ 住所 ] 〒563-0041  大阪府池田市
満寿美町8-25 [ 総合案内ダイヤル] 072-752-3484(受付時間  9:00～16:30 休館日を除く)［予約専用ダイヤル] 072-751-0825
(受付時間  10:00～16:30 休館日を除く) 

※当館ならびに周辺の有料駐車場は満車になることが
   多いため、 公共交通機関のご利用をお勧めします。
※17:00以降の出庫はできませんのでご注意ください。
※休館日の駐車場のご利用はできません。
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